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と
「
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漸
」
　
の
意
味
・
用
法
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つ
い
て
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志

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
漸
漸
」

二
、
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
　
の
使
い
分
け
－
そ
の
一
－

三
、
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
使
い
分
け
－
そ
の
二
－

四
、
「
漸
漸
」
　
の
読
み

む
す
び

は
　
じ
　
め
　
に

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
公
家
日
記
や
古
文
書
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
古
記
録
に
お
い
て
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で
あ
る

こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
と
し
て
「
漸
」
「
漸
漸
」
と
漢
字
表
記
さ
れ
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
漸
」
字
は
、
古
辞
書
に
登
載
さ
れ
た
訓

を
は
じ
め
、
訓
点
資
料
の
付
訓
例
や
『
今
昔
物
語
集
』
の
送
り
仮
名
な
ど
か
ら
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
た
こ
七
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
漸
漸
」

と
い
う
漢
字
連
続
（
こ
れ
を
畳
字
「
漸
漸
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
る
も
の
な
の
か
、
す
な
わ
ち
、
訓
読
さ

れ
て
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
音
読
さ
れ
て
「
ゼ
ム
ゼ
ム
」
と
読
ま
れ
た
の
か
明
確
で
は
な
い
。

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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峰
岸
明
氏
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
を
漢
語
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
漢
語
「
漸
漸
（
ゼ
ム
ゼ
ム
）
」
が
平
安
時
代
の
古
記
録
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
漢
語
「
漸
漸
」
を
記
録
特
有
語
と
さ
れ
、
同
様
の
意
味
を
有
す
る
仮
名
文
字
語
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
と
漢
文

（1）

訓
読
語
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
と
も
に
、
三
位
相
対
立
の
用
語
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。

公
家
日
記
に
見
ら
れ
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
用
例
数
を
調
査
す
る
と
、
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
訓
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
「
漸
」
字
の
用
例
数
に
比
べ

て
著
し
く
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
『
小
右
記
』
で
は
「
漸
」
字
が
約
八
〇
例
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
達
文
「
漸
漸
」
は
二
例
の

（2）

使
用
を
認
め
る
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
の
公
家
日
記
で
も
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

権
記
　
　
「
漸
」
二
〇
例
・
「
漸
漸
」
一
例

左
経
記
　
「
漸
」
一
三
例
・
「
漸
漸
」
一
例

春
記
　
　
「
漸
」
　
二
二
例
・
「
漸
漸
」
一
例

帥
記
　
　
「
漸
」
二
二
例
・
「
漸
漸
」
三
例

中
右
記
　
「
漸
」
一
六
三
例
・
「
漸
漸
」
三
例

殿
暦
　
　
「
漸
」
七
例
・
「
漸
漸
」
一
例

永
昌
記
　
「
漸
」
一
四
例
・
「
漸
漸
」
○
例

長
秋
記
　
「
漸
」
二
七
例
・
「
漸
漸
」
○
例

兵
範
記
　
「
漸
」
二
二
例
・
「
漸
漸
」
二
例

台
記
　
　
「
漸
」
二
八
例
・
「
漸
漸
」
三
例

漢
語
「
漸
漸
」
が
記
録
語
と
し
て
、
仮
名
文
字
語
・
漢
文
訓
読
語
と
の
三
位
相
対
立
の
用
語
の
う
ち
の
、
一
位
相
を
代
表
す
る
副
詞
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
漸
」
字
と
の
用
例
数
の
差
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
は
た
し
て
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
訓
を
担
う
「
漸
」

字
と
畳
字
「
漸
漸
」
は
、
意
味
・
用
法
の
上
で
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
古
記
録
に
お
い
て
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩

慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

使
い
分
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。



一
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
漸
漸
」

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
使
い
分
け
を
考
え
る
前
に
、
中
国
古
典
に
お
け
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
使
用
実
態
を
概

観
し
て
お
き
た
い
。

管
見
の
及
ん
だ
範
囲
で
は
、
後
漢
苛
悦
の
『
前
漠
紀
』
に
見
ら
れ
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
例
が
、
漢
籍
に
お
け
る
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が

緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
最
古
の
例
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
前
漢
以
前
の
漢
籍
に
は
、
「
山
の
高
く
瞼
し
い
さ
ま
」
「
麦
の
芭
の
伸
び

た
さ
ま
」
「
涙
の
流
れ
る
さ
ま
」
を
意
味
す
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意

味
す
る
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
後
漠
以
降
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
ま
で
の
漢
籍
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
使
用
例
は
多
く

な
い
。

〇
度
備
死
、
漸
漸
漸
騰
而
上
馬
、
抱
胡
見
而
鞭
馬
、
南
馳
、
（
前
漠
紀
巻
第
十
二
・
孝
武
皇
帝
紀
三
）

○
永
元
三
年
夜
、
天
開
黄
色
明
照
、
須
輿
有
物
、
緑
色
、
如
小
襲
、
漸
漸
大
如
倉
廉
、
聾
隆
隆
如
雷
、
（
南
斉
書
巻
第
十
三
・
天
文
志
下
）

○
軍
有
黒
気
、
如
牛
形
、
或
如
鳥
形
、
従
気
霧
中
下
、
漸
漸
大
軍
、
（
隋
書
巻
第
二
十
六
・
天
文
志
第
十
六
）

○
今
日
出
於
東
再
再
特
上
、
及
其
大
西
、
亦
復
漸
漸
稽
下
、
（
晋
書
巻
第
十
一
・
天
文
志
上
）

○
請
傲
舞
薦
歓
、
稜
従
之
、
如
於
是
舞
刀
鵠
戯
漸
漸
l
釆
前
、
稜
悪
而
珂
之
、
不
止
、
（
晋
書
巻
第
一
百
・
王
如
列
伝
）

○
燕
壷
上
客
意
如
何
　
四
五
年
東
漸
漸
l
疎
　
（
杜
牧
「
寄
漸
西
李
判
官
」
・
杜
牧
詩
集
巻
五
）

前
漢
以
前
の
漢
籍
に
見
ら
れ
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
例
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で

（3）

あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
漸
漸
」
と
音
が
異
な
っ
て
お
り
区
別
さ
れ
る
。

《
山
の
高
く
瞼
し
い
さ
ま
》

○
漸
漸
漸
之
石
、
維
其
高
安
、
〔
（
毛
侍
）
漸
漸
山
石
高
峻
、
（
鄭
箋
）
山
石
漸
漸
l
然
高
峻
〕
（
毛
詩
巻
第
十
五
・
小
雅
・
漸
漸
石
）

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

《
麦
の
芭
の
伸
び
た
さ
ま
》

○
乃
作
奔
秀
之
詩
、
以
歌
詠
之
、
其
詩
日
、
変
秀
漸
漸
今
、
禾
黍
油
油
、
〔
索
隠
日
、
瑚
漸
変
だ
之
状
（
以
下
略
）
〕
（
史
記
巻
第
三
十
八
・

宋
微
子
世
家
）
　
へ
他
に
、
浦
安
仁
「
射
雉
賦
」
　
（
文
選
巻
第
九
所
収
）
・
王
維
「
送
李
唯
陽
」
　
（
王
右
丞
集
巻
六
所
収
）
　
に
例
が
あ
る
）

《
涙
の
流
れ
る
さ
ま
》

○
沸
漸
漸
其
若
屑
　
（
楚
辞
巻
十
六
・
「
怨
思
」
）
（
他
に
、
韓
愈
「
苦
寒
」
（
韓
昌
黎
集
巻
四
所
収
）
に
例
が
あ
る
）

仏
書
に
用
い
ら
れ
た
畳
字
「
漸
漸
」
　
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
見
ら
れ
る
。

○
如
是
諸
人
等
　
漸
漸
積
功
徳
　
具
足
大
悲
心
　
皆
巳
成
悌
道
　
（
妙
法
蓮
華
経
方
便
晶
第
二
）

○
汝
等
所
行
　
是
菩
薩
道
　
漸
漸
修
学
　
悉
昔
成
彿
　
（
妙
法
蓮
華
経
薬
草
諭
晶
第
五
）

○
如
毒
錐
少
亦
能
書
人
、
如
責
雄
少
漸
潮
滋
多
、
又
烏
悪
於
人
、
人
常
不
忘
、
（
成
実
論
巻
第
二
十
二
過
患
晶
第
一
百
一
十
一
）

○
若
動
鯛
起
時
、
或
従
頭
背
腰
肋
足
等
虞
、
漸
漸
遍
身
、
（
摩
詞
止
観
巻
第
九
上
）

○
（
観
仏
三
昧
経
云
）
後
時
、
栴
檀
根
芽
、
漸
漸
生
長
、
穐
欲
成
樹
、
香
気
昌
盛
、
（
安
楽
集
巻
上
）

○
今
日
、
定
死
不
疑
、
正
欲
到
廻
、
群
賊
悪
獣
、
漸
漸
来
逼
、
（
観
経
四
帖
疏
・
散
善
義
巻
第
四
）

右
に
掲
げ
た
例
の
他
に
、
『
地
蔵
十
輪
経
』
『
百
法
顕
幽
抄
』
『
法
華
経
玄
賛
』
『
大
日
経
義
釈
』
な
ど
、
六
朝
時
代
以
降
の
漢
訳
仏
典
・
仏
典

注
釈
書
に
そ
の
使
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
畳
字
「
漸
漸
」
が
、
前
漠
以
前
の
漢
籍
に
見
出
せ
ず
、
そ
れ
以
降
の
漢
籍
に

も
使
用
例
が
少
な
い
の
に
対
し
て
、
漢
訳
仏
典
・
仏
典
注
釈
書
な
ど
の
仏
書
に
多
く
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
畳
字
「
漸

漸
」
が
「
漸
」
　
に
対
す
る
六
朝
時
代
頃
の
口
頭
語
的
な
性
格
を
も
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
な
お
漢
籍
に
も
後

漠
か
ら
六
朝
時
代
に
か
け
て
の
使
用
例
が
、
少
数
な
が
ら
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
概
に
口
頭
語
的
な
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。



中
国
古
典
に
お
け
る
「
漸
」
は
、
「
や
う
や
く
、
だ
ん
だ
ん
、
次
第
に
」
な
ど
と
現
代
日
本
語
訳
さ
れ
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
他
、
「
進

む
」
「
通
ず
る
」
「
習
ふ
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る
動
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
漸
漸
」
は
、
「
や
う
や
く
、
だ
ん
だ
ん
、
次
第
に
」

と
訳
さ
れ
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
漸
」
の
方
が
意
味
・

用
法
が
広
い
の
で
あ
る
が
、
「
や
う
や
く
、
だ
ん
だ
ん
、
次
第
に
」
と
現
代
日
本
語
訳
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で

あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
、
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
と
の
問
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
あ
る
い
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違

い
が
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
用
い
ら
れ
た
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
例
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
具
」
あ
る
い
は
「
具
足
」

を
修
飾
し
た
も
の
で
、
文
脈
か
ら
「
次
第
に
（
大
道
・
仏
道
・
功
徳
・
菩
薩
道
）
を
身
に
つ
け
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
間
に
は
、
実
質
的
な
意
味
の
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

○
随
悌
所
行
　
漸
具
大
道

○
修
菩
薩
行
、
寛
大
法
師
、

○
漸
具
功
徳
　
疾
成
彿
道

○
漸
漸
具
足
　
菩
薩
道
己

○
漸
漸
具
足
菩
薩
之
道

○
汝
如
是
漸
漸
l
具
菩
薩
道

（
授
記
晶
・
偽
）
八
四
字
－
四
字
）

漸
具
備
道
　
（
勧
持
品
）
八
四
字
－
四
字
－
四
字
）

（
常
不
軽
菩
薩
品
・
偽
）
八
四
字
－
四
字
）

（
授
記
晶
・
偶
）
八
四
字
－
四
字
）

（
五
百
弟
子
受
記
晶
）
八
四
字
－
四
字
）

（
勧
持
晶
）
八
三
字
－
三
字
－
三
字
）

実
質
的
な
意
味
の
差
が
見
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
ど
の
よ
う
な
原
則
に
従
っ
て
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
を
使

い
分
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
字
数
合
わ
せ
の
た
め
の
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
右
の
用
例
の
下
に
、
括
弧
で
句
ご
と
の
字
数
を
示
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
四
字
ま
た
は
三
字
の
句
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
句
ご
と
の
字
数
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
ど
ち
ら
か
が
選
択
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
九
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で
あ
る
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
漢
訳
仏
典
に
お
い
て
は
、
四
字
・
五
字
の
句
を
重
ね
て
経
文
を
作
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
偽

の
部
分
に
お
い
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
典
注
釈
書
に
お
い
て
も
、
先
掲
の
『
摩
詞
止
観
』
　
『
観
経
四
帖
疏
』
の
よ
う
に
四
字
・

五
字
を
基
本
と
し
て
文
章
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
訳
仏
典
や
仏
典
注
釈
書
に
お
け
る
文
章
構
成
上
の
特

徴
が
、
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
選
択
基
準
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
構
成
上
の
字
数
の
問

題
か
ら
す
れ
ば
、
杜
牧
詩
の
よ
う
な
漢
詩
に
用
い
ら
れ
る
畳
字
「
漸
漸
」
も
同
様
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
漢
籍
（
史

書
）
　
に
用
い
ら
れ
た
畳
字
「
漸
漸
」
に
つ
い
て
は
、
字
数
合
わ
せ
と
い
う
原
則
を
当
て
は
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
更
に
用
例
を
収
集
し
て
、
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
「
漸
」
と
　
「
漸
漸
」
　
の
使
い
分
け
ー
そ
の
一
－

中
国
古
典
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
　
の
使
い
分
け
の
原
則
に
、
字
数
合
わ
せ
の
た
め
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

我
が
国
の
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
　
の
使
い
分
け
に
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
字
数
に
配
慮
し
て
作
成

さ
れ
る
文
章
に
使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
字
数
合
わ
せ
の
た
め
の
使
い
分
け
を
想
定
し
た
場
合
、
『
菅
家
文
革
』
『
菅
家
後
集
』
な
ど
の
日
本
漢
詩
や
『
本
朝
文
粋
』
『
鎌

倉
遺
文
』
所
収
の
願
文
、
『
金
津
文
庫
本
吉
泉
集
』
所
収
の
表
白
に
使
用
さ
れ
た
畳
字
「
漸
漸
」
の
次
の
よ
う
な
例
は
、
字
数
合
わ
せ
の
た
め

に
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

○
此
間
勝
境
錐
無
主
　
潮
旬
間
来
欲
有
妨
　
（
菅
家
文
革
巻
第
四
「
遊
覧
偶
吟
」
）

○
山
疑
小
雪
微
々
積
　
水
誤
新
氷
漸
利
生
　
（
菅
家
文
革
巻
第
四
「
冬
夜
封
月
憶
友
人
」
）

○
微
々
弛
愛
楽
．
漸
刺
謝
華
厳
　
（
菅
家
後
集
「
叙
意
」
）

○
枯
株
漸
利
雄
衰
朽
　
此
節
芳
顔
歳
々
同
　
（
本
朝
無
題
詩
巻
三
「
尋
山
花
」
）



○
半
銭
所
施
、
「
泣
所
拾
、
漸
刺
合
力
、
微
々
成
功
、
（
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
・
善
道
統
「
為
空
也
上
人
供
養
金
字
大
般
若
経
願
文
」
）

○
種
々
方
便
力
　
漸
刺
令
離
苦
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
八
四
七
）
元
冠
祈
願
文
・
文
永
十
二
年
）

○
設
種
々
方
便
　
漸
刺
令
翠
心
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
四
〇
七
八
）
生
恵
写
経
願
文
・
弘
安
三
年
）

○
漸
漸
練
磨
故
　
不
起
犯
戒
心
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
二
二
四
）
道
基
写
経
願
文
・
正
安
四
年
）

シ

テ

　

　

ニ

コ

ウ

ケ

ウ

　

シ

テ

　

ノ

　

　

ソ

ナ

ハ

ル

ナ

ラ

ク

ノ

ミ

○
然
後
、
漸
々
功
業
成
稗
、
巻
々
紺
帝
皆
具
、
而
巳
、
（
金
澤
文
庫
本
言
泉
集
・
六
六
上
）

イ

タ

シ

ヲ

　

ニ

テ

ヲ

　

　

　

　

　

　

ナ

レ

リ

○
年
々
致
力
」
漸
々
積
レ
功
」
今
年
之
春
、
塔
婆
成
臭
、
（
金
澤
文
庫
本
吉
泉
集
・
一
六
八
下
）

更
に
、
『
往
生
要
集
』
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
も
そ
の
文
章
構
成
が
漢
訳
仏
典
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
漸
」
字

と
畳
字
「
漸
漸
」
に
も
字
数
合
わ
せ
の
使
い
分
け
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

○
彼
如
洗
癖
置
陸
、
猶
壷
厭
、
況
復
刀
山
火
湯
、
副
将
至
、
（
往
生
要
集
巻
上
）
八
六
字
－
三
字
－
六
字
1
三
字
〉

○
又
漸
廻
鉾
、
造
以
暗
望
、
禰
陀
如
来
、
如
金
山
王
、
坐
賓
蓮
華
上
、
虞
賓
池
中
央
、
（
往
生
要
集
巻
上
）
〈
四
字
－
四
字
－
四
字
－
四
字
－

五
字
－
五
字
）

○
即
従
菩
薩
、
漸
至
彿
所
、
（
往
生
要
集
巻
上
）
八
四
字
－
四
字
）

○
復
行
三
十
六
億
由
旬
、
漸
漸
l
向
下
十
億
由
句
、
（
往
生
要
集
巻
上
）
八
八
字
－
八
字
）

○
此
諸
有
情
、
薦
求
舎
宅
、
従
彼
出
巳
、
漸
漸
遊
行
、
陥
入
其
中
、
首
足
供
没
、
（
往
生
要
集
巻
上
）
八
四
字
…
四
字
〉

○
若
病
者
気
力
、
漸
漸
漸
巌
劣
時
、
（
往
生
要
集
巻
中
）
八
四
字
－
四
字
）

○
漸
留
飲
食
、

○
漸
l
行
去
間
、

○
漸
漸
遊
行
、

○
漸
漸
生
長
、

服
粟
一
粒
、

於
山
野
中
、

経
於
多
時
、

枝
葉
滋
茂
、

（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
中
・
第
四
十
四
）
八
四
字
－
四
字
）

有
一
草
庵
、
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
中
・
第
七
十
三
）
八
四
字
－
四
字
－
四
字
）

至
平
正
虞
、
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
上
・
第
十
八
）
八
四
字
－
四
字
－
四
字
）

開
花
結
葉
、
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
巻
上
・
第
三
十
七
）
八
四
字
－
四
字
－
四
字
）

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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中
に
は
い
く
ぶ
ん
字
数
に
外
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
他
に
『
本
朝
神
仙
伝
』
『
拾
遺
往
生
伝
』
に
お
け
る
畳
字
「
漸
漸
」
の
使
用
も
字

数
合
わ
せ
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
使
い
分
け
の
原
則
に
、
字
数
合
わ
せ
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
文
章
は
、

漢
詩
や
願
文
・
表
白
な
ど
対
句
を
重
ね
た
美
文
意
識
の
強
い
も
の
、
ま
た
、
『
往
生
要
集
』
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
な
ど
の
よ
う
な
仏
典

に
似
た
文
章
構
成
を
有
す
る
も
の
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
章
は
、
峰
岸
明
氏
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
日
本
漢
文
の
う
ち
で

も
、
漢
文
の
作
成
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
古
典
の
文
章
の
用
字
・
用
語
・
文
法
に
正
し
く
準
拠
す
る
も
の
　
（
純
漢
文
）
、
な
ら
び
に
、

純
漢
文
の
作
成
を
目
指
し
っ
つ
も
、
中
国
古
典
の
文
章
に
は
存
し
な
い
用
字
・
用
語
・
文
法
を
含
む
も
の
　
（
和
習
・
和
化
漢
文
）
　
と
い
う
こ
と

（4）

に
な
り
、
厳
密
に
は
古
記
録
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
は
含
ま
れ
な
い
文
章
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
畳
字
「
漸
漸
」
を
使
用
す
る
日
本
漢

文
の
う
ち
、
中
国
古
典
の
用
字
・
用
語
・
文
法
を
含
め
た
文
章
様
式
・
文
章
構
成
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
章
に
お

い
て
は
、
中
国
古
典
に
お
け
る
字
数
合
わ
せ
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
　
の
使
い
分
け
－
そ
の
ニ
ー

「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
使
い
分
け
の
原
則
と
し
て
、
字
数
合
わ
せ
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
漢
文
の
作
成
を
志
向
す
る
文
章
で
あ
り
、
中
国
古
典
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
文
章
に
お
け
る
使
い
分
け
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
古
記
録
と
呼
ば
れ
る
文
章
、
す
な
わ
ち
公
家
日
記
や
古
文
書
な
ど
、
字
数
に
気
を
配
る
必
要
の
な
い
文
章
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
原
則
は
認
め
ら
れ
な
い
。
本
節
で
は
、
公
家
日
記
や
古
文
書
に
用
い
ら
れ
た
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
　
の
意
味
と
用
法
に
つ

い
て
分
析
を
試
み
て
み
た
い
。

次
に
掲
げ
る
例
の
よ
う
に
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
は
、
よ
く
似
た
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
間
に

意
味
的
な
差
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。



《
人
々
が
次
第
に
集
ま
っ
て
く
る
》

「漸」

○
先
是
打
鐘
、
僧
等
漸
集
合
、
（
左
経
記
・
長
元
八
年
五
月
十
六
日
）

○
上
達
部
末
被
参
、
佃
参
着
殿
上
談
話
頭
塀
之
問
、
人
々
漸
以
参
集
、
（
帥
記
・
寛
治
二
年
十
一
月
二
十
日
）

○
内
大
臣
以
下
漸
参
集
、
（
永
昌
記
・
長
治
二
年
正
月
二
十
五
日
）

○
此
後
人
々
漸
参
集
、
（
山
塊
記
・
安
元
元
年
七
月
二
十
八
日
）

「
漸
漸
」

○
先
是
、
上
達
部
四
五
輩
被
参
向
殿
上
、
其
後
漸
々
l
人
々
参
入
、
（
帥
記
・
寛
治
二
年
八
月
七
日
）

〇
日
是
以
前
参
入
之
人
、
左
衛
門
督
許
也
、
此
後
人
々
漸
刺
参
集
、
（
師
記
・
寛
治
二
年
九
月
十
六
日
）

○
暫
在
殿
上
、
舞
人
等
漸
刺
参
集
、
（
明
月
記
・
建
仁
二
年
三
月
二
十
六
日
）

○
乗
燭
以
後
、
左
大
将
殿
令
参
給
、
良
久
漸
々
l
参
集
、
（
明
月
記
・
建
暦
二
年
十
月
二
十
三
日
）

《
ゆ
っ
く
り
歩
く
・
ゆ
っ
く
り
と
進
む
》

「漸」

○
次
吾
平
朝
臣
立
牛
前
〔
壇
上
〕
披
書
譲
之
、
漸
歩
入
、
（
小
右
記
・
長
和
四
年
九
月
二
十
日
）

○
漸
進
龍
頭
、
着
南
庭
東
岸
、
（
帥
記
・
承
暦
四
年
四
月
二
十
八
日
）

〇
人
御
自
寝
殿
東
妻
、
漸
l
西
行
上
（
立
イ
）
御
座
御
拝
舞
、
（
長
秋
記
・
長
治
二
年
正
月
五
日
）

○
漸
歩
経
透
渡
殿
、
（
伏
見
天
皇
展
記
・
正
応
二
年
三
月
二
十
三
日
）

「
漸
漸
」

○
携
手
足
、
石
山
漸
刺
歩
、
（
後
二
條
師
通
記
・
寛
治
二
年
七
月
二
十
五
日
）

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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〇
申
云
、
小
朝
拝
庭
狭
、
因
公
卿
多
時
、
漸
刺
北
進
、
今
□
准
漸
刺
西
進
、
有
二
何
難
一
哉
、
（
台
記
・
康
治
三
年
正
月
一
日
）

○
頗
倦
東
漸
刺
歩
、
（
玉
薬
・
安
貞
二
年
三
月
二
十
七
日
・
割
書
部
）

《
病
気
が
次
第
に
平
癒
す
る
・
重
く
な
る
》

「漸」
○
座
主
御
病
漸
以
平
復
、
度
数
多
減
者
、
（
小
右
記
・
寛
仁
三
年
八
月
十
七
日
）

○
面
痕
漸
減
、
夢
薬
験
欺
、
（
小
右
記
・
治
安
三
年
間
九
月
四
日
）

○
御
堅
根
今
朝
汁
出
漸
減
気
也
、
昨
日
一
昨
日
事
外
苦
御
坐
也
、
（
中
右
記
・
大
治
五
年
三
月
十
三
日
）

○
飲
食
不
通
、
漸
烏
病
遂
終
命
云
々
、
（
明
月
記
・
正
治
二
年
正
月
二
十
九
日
）

「
漸
漸
」

○
風
痔
相
侵
、
漸
々
l
倍
増
、
（
玉
葉
・
承
安
二
年
五
月
十
二
日
）

○
疾
健
甚
重
、
於
面
脛
者
漸
刺
減
気
、
（
明
月
記
・
安
貞
元
年
七
月
十
七
日
）

○
又
去
月
始
ヨ
リ
腹
痛
、
老
健
之
間
漸
刺
二
疲
如
此
、
（
康
富
記
・
応
永
二
十
五
年
八
月
五
日
）

「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
が
、
ど
の
よ
う
な
対
象
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
「
何
の
動
作
」
「
何
の
変
化
」
に
対
し

て
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
と
、
「
漸
」
字
は
次
の
よ
う
に
「
時
間
そ
の
も
の
の
推
移
」
や
「
天
候
の
変
化
」
を
も
対
象
と
し
、
多
数

の
用
例
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
畳
字
「
漸
漸
」
に
は
そ
れ
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
漸
」
字
が
用
い
ら
れ
る

対
象
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
用
い
ら
れ
る
対
象
よ
り
広
い
と
い
う
違
い
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。

《
時
間
そ
の
も
の
の
推
移
》

○
社
司
不
聞
此
告
、
不
候
社
頭
、
仇
令
召
遣
之
間
漸
及
深
更
、
奉
幣
、
鳶
宣
命
、
（
小
右
記
・
正
暦
元
年
十
一
月
十
八
日
）

○
邑
上
第
九
親
王
昭
平
、
出
家
後
漸
以
年
久
、
然
而
可
注
売
品
昭
平
欺
、
（
小
右
記
・
長
和
二
年
七
月
十
七
日
・
割
書
部
）



○
又
炎
早
朝
及
句
、
定
有
世
間
之
愁
欺
、
（
春
記
・
長
久
元
年
六
月
十
二
日
）

○
白
雪
紛
々
、
漸
及
巳
剋
積
欲
盈
尺
、
（
中
右
記
・
嘉
保
二
年
十
一
月
三
十
日
）

○
被
仰
云
、
待
甘
栗
便
乗
之
間
時
刻
漸
押
遣
、
烏
之
如
何
、
（
長
秋
記
‥
永
久
元
年
正
月
十
六
日
）

（
マ
マ
）

▽
嘗
社
領
内
彼
南
村
、
本
依
鵠
薄
地
、
暫
可
爵
五
束
代
之
由
、
錐
被
下
知
、
漸
刺
経
年
序
之
問
、
謬
超
他
郷
令
興
復
云
云
、
（
鎌
倉
遺
文

八
七
二
一
七
）
小
槻
淳
方
下
文
写
・
建
長
二
年
）

▽
其
寺
鐘
付
（
撞
く
）
人
、
此
ノ
コ
ロ
夜
々
鬼
乗
取
食
。
依
之
（
反
）
人
怖
テ
鐘
ヲ
付
（
拉
）
不
ズ
成
ヌ
。
漸
刺
年
中
。
成
ヌ
レ
ハ
、
此
尾
張
宏

（
翁
）
ノ
此
法
師
、
名
ヲ
ハ
道
丈
法
師
ト
ナ
ム
云
ケ
ル
、
大
衆
二
申
様
、
（
打
開
集
・
二
四
三
行
）

《
天
候
の
変
化
》

○
東
方
有
黒
雲
、
雨
巳
漸
欲
降
、
（
小
右
記
・
長
和
五
年
六
月
九
日
）

○
寅
剋
立
今
祇
蘭
、
道
路
之
間
漸
雨
降
、
不
雷
、
（
後
二
傑
師
通
記
・
寛
治
四
年
八
月
八
日
）

○
及
巳
剋
許
雲
漸
収
雨
己
止
、
（
中
右
記
‥
永
久
二
年
正
月
一
日
）

○
暫
遊
廻
水
上
之
間
、
微
雨
濱
、
漸
及
済
把
、
（
長
秋
記
・
元
永
二
年
九
月
三
日
）

○
朝
間
微
雨
、
巳
後
漸
止
、
未
後
天
暗
、
（
明
月
記
・
建
久
七
年
四
月
二
十
四
日
）

と
こ
ろ
で
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
を
現
代
語
訳
す
る
場
合
に
は
、
現
代
語
「
次

第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
を
あ
て
て
訳
す
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
古
記
録
に
用
い
ら
れ
た
「
漸
」
字
に
つ
い
て
も
、
そ
の
殆
ど
が
「
次
第
に
」

「
だ
ん
だ
ん
」
を
あ
て
て
現
代
語
訳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
「
漸
」
字
が
「
時
間
そ
の
も
の
の
推
移
」
を
対
象
と
し
た
例
の
中
に
は
、

現
代
語
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
を
あ
て
る
こ
と
で
は
訳
し
に
く
い
例
が
あ
る
。

①
主
上
自
去
三
月
之
比
不
例
御
、
…
又
以
納
殿
唐
綾
四
疋
爵
御
幣
、
奉
石
清
水
（
割
書
略
）
、
賀
茂
上
下
（
割
書
略
）
、
北
野
（
割
書
略
）
、

有
御
祈
（
割
書
略
）
、
漸
及
成
刻
之
間
、
遂
崩
於
清
涼
殿
、
（
左
経
記
・
長
元
九
年
四
月
十
七
日
）

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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（
マ
マ
）

②
予
束
帯
参
上
、
漸
及
巳
時
、
而
使
井
舞
人
巳
下
末
参
入
、
頻
錐
遣
催
、
未
申
返
事
々
、
（
春
記
・
長
暦
三
年
十
一
月
二
十
二
日
）

③
漸
及
午
四
粘
両
便
未
参
入
、
頻
遣
召
、
猶
不
参
入
、
尤
解
怠
也
、
（
春
記
・
長
久
元
年
十
月
二
十
七
日
）

④
昨
日
左
中
轢
脛
通
云
、
足
更
不
被
踏
立
之
由
有
命
也
、
常
臥
不
起
給
者
、
漸
及
州
日
、
尤
是
烏
奇
、
有
由
緒
欺
、
（
小
右
記
・
長
和
四
年

七
月
十
七
日
）

⑤
大
外
記
師
遠
申
云
、
年
々
召
名
無
備
召
之
儀
、
近
乃
師
遠
居
富
職
漸
及
三
十
年
、
其
間
一
度
無
召
之
、
更
不
可
準
玉
々
、
（
長
秋
記
・

大
治
四
年
二
月
十
七
日
）

①
は
主
上
（
後
一
条
天
皇
）
が
戊
の
時
に
な
る
頃
に
崩
御
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
次
第
に
（
だ
ん
だ
ん
）
戊
の
時
に
な
る

頃
、
清
涼
殿
に
て
崩
御
な
き
っ
た
」
と
は
現
代
語
訳
し
に
く
い
。
こ
こ
で
は
「
そ
ろ
そ
ろ
戊
の
時
に
な
る
頃
」

と
現
代
語
訳
す
る
の
が
適
当

で
あ
ろ
う
。
②
も
「
次
第
に
（
だ
ん
だ
ん
）

巳
の
時
に
な
る
。
そ
れ
な
の
に
使
い
や
舞
人
以
下
の
人
々
は
参
入
し
な
い
」
と
は
現
代
語
訳
L
に

く
く
、
「
そ
ろ
そ
ろ
巳
の
時
に
な
る
」
と
訳
す
の
が
適
当
で
あ
る
。

③
も
同
様
で
「
そ
ろ
そ
ろ
午
の
四
点
に
な
る
と
い
う
の
に
」

と
現
代
語
訳

で
き
る
。
④
は
「
起
き
上
が
ら
な
く
な
っ
て
か
ら
、
次
第
に
（
だ
ん
だ
ん
）

三
十
日
に
な
る
」
と
い
う
現
代
語
訳
よ
り
も
「
そ
ろ
そ
ろ
三
十
日

に
な
る
」
と
訳
す
方
が
適
当
で
あ
り
、
⑤
も
同
様
に
「
そ
ろ
そ
ろ
三
十
年
に
な
る
が
」

と
現
代
語
訳
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

現
代
語
の
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
と
「
そ
ろ
そ
ろ
」
の
違
い
は
、
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
が
次
の
a
・
b
の
よ
う
な
表
現
に
は
用
い

ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
そ
ろ
そ
ろ
」
が
C
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

a
 
X
　
次
第
に
五
時
に
な
り
ま
す
か
ら
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

b
 
X
　
だ
ん
だ
ん
五
時
に
な
り
ま
す
か
ら
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

C
 
O
　
そ
ろ
そ
ろ
五
時
に
な
り
ま
す
か
ら
、
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。

す
な
わ
ち
、
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
は
、
「
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
の
に
対
し
て
、
「
そ
ろ
そ
ろ
」
は

「
時
間
の
推
移
（
緩
慢
な
状
態
の
変
化
）
の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
を
も
意
味
す
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



古
記
録
に
使
用
さ
れ
る
「
漸
」
字
に
は
、
「
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
場
合
と
、
「
時
間
の
推
移
の
結
果
、

特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
場
合
と
が
あ
り
、
後
者
の
場
合
に
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
を
あ
て
る
こ
と
で
は
現
代
語

訳
し
に
く
く
な
る
の
で
あ
る
。

直
接
に
時
間
の
推
移
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
次
の
例
も
こ
れ
と
同
様
に
解
釈
さ
れ
る
。

⑥
亥
終
許
蹄
家
、
漸
着
寝
之
間
、
女
房
北
屋
有
火
、
予
駈
出
見
之
、
（
春
記
・
長
暦
二
年
十
一
月
二
十
六
日
）

⑦
亥
時
許
漸
l
付
寝
之
間
、
南
方
有
焼
亡
所
、
（
中
右
記
・
承
徳
元
年
九
月
二
十
七
日
）

⑧
其
次
勅
間
人
々
申
趣
、
委
被
語
仰
、
不
能
具
記
、
漸
烏
御
参
内
有
御
出
立
、
伍
退
出
、
（
平
戸
記
・
寛
元
三
年
正
月
十
七
日
）

⑨
未
旦
漸
欲
参
、
可
被
早
参
之
旨
、
重
相
解
行
兼
朝
臣
之
虞
、
（
園
太
暦
・
貞
和
二
年
九
月
十
一
日
）

⑥
⑦
は
「
刊
引
引
刊
寝
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
火
事
が
あ
っ
た
」
と
現
代
語
訳
さ
れ
る
。
⑧
は
「
そ
ろ
そ
ろ
参
内
の
た
め
に
お
出
か
け
す
る

と
い
う
の
で
退
出
し
た
」
、
⑨
は
「
そ
ろ
そ
ろ
参
内
し
よ
う
と
し
て
、
念
の
た
め
に
早
参
の
趣
を
告
げ
知
ら
せ
た
（
連
絡
確
認
し
た
）
」
と
現

代
語
訳
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
漸
」
字
は
、
「
動
作
や
行
為
を
行
う
『
予
定
時
刻
』
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
を
表
し
て
お
り
、
先
の
「
時
間
の

推
移
の
結
果
、
特
定
の
時
間
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
と
同
列
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
字
が
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
訓
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
は
あ
る
が
、
古
記
録
以
外
の
文
献
に
も
「
時

間
の
推
移
の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
。

○
（
夕
霧
）
「
…
何
ご
と
も
、
人
に
よ
り
、
事
に
従
ふ
わ
ざ
に
こ
そ
は
べ
る
べ
か
め
れ
。
齢
な
ど
も
、
や
う
や

き
ほ
ど
に
も
も
の
し
た
ま
は
ず
、
…
」
　
（
源
氏
物
語
・
横
笛
）

う
い
た
う
若
び
た
ま
ふ
ベ

○
よ
ろ
づ
の
殿
上
人
・
上
達
部
、
靡
き
仕
（
う
）
ま
つ
り
て
も
て
は
や
し
奉
り
給
ふ
程
に
、
や
う
ノ
＼
十
一

御
元
服
の
事
お
ぼ
し
急
が
せ
給
ふ
。
（
栄
華
物
語
・
巻
第
一
）

一
三
ば
か
り
に
在
し
ま
せ
ば
、

○
か
～
る
程
に
、
日
や
う
く
辰
の
時
ば
か
り
に
な
れ
ば
、
上
よ
り
、
「
こ
の
人
〈
お
そ
く
参
り
給
ふ
」
と
あ
る
仰
事
、
侍
の
人
ノ
＼
、

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

四
一
七
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あ
る
は
刀
自
・
す
ま
L
な
ど
、
い
ち
ノ
＼
に
い
ひ
わ
た
す
。
（
栄
華
物
語
・
巻
第
二
十
四
）

○
而
ル
こ
、
年
漸
列
廿
四
五
二
成
ケ
ル
時
、
世
ノ
中
二
疫
病
翠
ア
死
ル
者
多
カ
リ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
第
十
七
・
第
十
八
）

、

、

し

○
此
コ
ソ
腹
立
ド
モ
、
夜
前
東
ノ
面
ノ
道
こ
テ
、
此
ノ
君
達
ノ
ア
ダ
ヱ
シ
気
色
ハ
、
然
モ
シ
テ
ム
カ
シ
ト
思
ケ
レ
バ
、
甥
未
ノ
時
二
成
ル
程
こ
、
何
ガ
有

ラ
ム
ト
胸
ツ
プ
レ
テ
思
ヒ
合
ヘ
リ
ケ
ル
二
、
（
今
昔
物
語
集
巻
第
二
十
八
・
第
四
）

○
辰
ノ
時
許
ノ
事
ニ
テ
有
ケ
ル
ガ
、
漸
列
一
時
許
不
立
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
女
ノ
童
、
「
此
ハ
何
カ
ニ
」
ト
思
テ
、
「
ヤ
ゝ
」
ト
云
ケ
レ
ド
モ
、
物
モ
不
云
デ
只
同

ジ
様
ニ
テ
居
ク
リ
ケ
ル
ガ
、
漸
列
二
時
許
こ
モ
成
ニ
ケ
レ
バ
、
日
モ
既
二
午
時
二
成
ニ
ケ
リ
。
（
今
昔
物
語
集
巻
第
二
十
九
・
第
三
十
九
）

○
女
出
て
「
（
寝
か
せ
た
子
ど
も
が
）
や
う
ノ
＼
、

「
子
ぬ
す
人
」
）

お
目
が
あ
く
事
も
あ
ら
ふ
」
と
云
て
、
見
ま
ひ
に
行
、
（
天
理
本
狂
言
六
義
上
巻
五
十
二

O
「
生
れ
つ
い
た
目
く
ら
さ
へ
あ
い
た
と
云
、
身
ど
も
か
目
は
、
う
ぬ
L
が
是
へ
き
て
か
ら
つ
ぶ
れ
た
目
じ
ゃ
、
や
う
ノ
＼
十
年
斗
に

な
ら
う
か
と
思
ふ
」
　
と
云
、
（
天
理
本
狂
言
六
義
下
巻
八
十
一
「
川
上
」
）

「
漸
」
字
す
な
わ
ち
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
そ
し
て
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
に
、
こ
の
よ
う
な
「
時
間
の
推
移
の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
」
と
い
う
意
味
が
存
す
る
の
に
対
し
て
、
畳
字
「
漸
漸
」
に
は
、
こ
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
畳
字
「
漸
漸
」
は
「
動
作
そ
の
も
の
、
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
有
す
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
「
時
間
の
推
移
の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
が
「
漸
」

字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
意
味
の
上
で
の
相
違
点
と
な
る
。

次
に
、
「
動
作
そ
の
も
の
、
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
両
者
に
共
通
す
る
意
味
で
の
使
用
例
に
注
目
す
る
と
、

畳
字
「
漸
漸
」
に
は
「
漸
」
字
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑩
自
貞
永
元
年
初
秋
中
旬
之
比
、
至
子
同
年
玄
冬
之
候
、
処
々
道
場
疑
問
感
得
之
論
義
、
漸
刺
書
置
結
衆
一
帖
之
壁
紙
華
、
（
東
大
寺
図

書
館
本
『
華
厳
宗
疑
問
所
得
論
義
抄
』
奥
書
）



⑪
自
覚
元
々
年
晩
夏
之
比
、
南
都
北
城
之
輿
講
経
談
論
之
庭
、
不
分
自
宗
他
宗
、
不
論
新
疑
古
輿
処
々
間
用
之
論
義
、
漸
々
記
録

之
華
、
（
東
大
寺
図
書
館
本
『
諸
宗
疑
問
論
義
抄
第
三
』
奥
書
）

⑬
経
論
之
所
説
、
論
義
之
問
題
、
宗
家
之
解
釈
、
清
涼
之
定
判
、
処
々
之
重
要
、
漸
刺
注
之
了
、
（
東
大
寺
図
書
館
本
『
探
玄
記
第
十
一
巻

要
文
抄
下
』
奥
書
）

⑬
抑
此
料
紙
者
、
去
文
永
三
年
之
暦
暮
秋
九
月
之
候
、
後
嵯
峨
天
皇
所
降
賜
也
、
不
慮
之
　
朝
恩
、
面
目
頗
余
身
之
問
、
漸
刈
取
出
之
、

以
寓
如
此
之
要
書
耳
、
（
東
大
寺
回
書
館
本
『
華
厳
祖
師
俸
巻
上
』
奥
書
）

⑭
故
大
納
言
殿
御
記
清
書
始
、
依
本
書
狽
籍
也
、
…
但
依
烏
各
大
巻
、
忽
不
可
急
、
漸
l
刺
可
書
出
也
、
（
中
右
記
・
天
永
二
年
五
月
一
日
）

⑮
今
日
於
御
堂
東
庭
有
御
塔
木
造
始
事
、
近
年
以
後
有
塔
婆
建
立
御
願
、
漸
刺
被
用
意
其
材
木
、
（
兵
範
記
・
仁
平
三
年
六
月
十
三
日
）

⑯
住
人
等
伐
掃
刑
麻
、
漸
漸
l
耕
作
田
島
、
（
平
安
遺
文
八
二
〇
二
四
）
官
宣
旨
・
天
治
二
年
）

⑰
五
逆
と
語
法
と
を
病
に
封
す
れ
は
、
五
連
は
審
乱
の
如
し
て
急
に
事
を
切
る
。
語
法
は
白
療
病
の
如
し
、
始
は
緩
に
、
後
漸
漸
酬
喧
大

事
也
、
（
鎌
倉
遺
文
八
二
四
五
五
）
日
蓮
書
状
・
文
永
十
年
）

（5）

⑩
か
ら
⑩
の
例
は
、
い
ず
れ
も
宗
性
上
人
の
手
に
な
る
文
献
の
書
写
奥
書
で
あ
る
。
⑩
⑪
⑫
は
宗
性
上
人
が
諸
処
の
論
義
の
場
で
疑
問
に
感

じ
た
こ
と
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
「
少
し
ず
つ
、
一
つ
ひ
と
つ
」
書
き
留
め
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑬
は
後
嵯
峨
天
皇

か
ら
下
賜
さ
れ
た
貴
重
な
料
紙
を
「
少
し
ず
つ
、
一
枚
一
枚
」
取
り
出
し
て
、
重
要
な
書
物
の
書
写
に
用
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
用
例
か
ら
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
現
代
語
「
次
第
に
」
「
だ
ん
だ
ん
」
と
い
う
言
葉
に
置
き
換
え
る

こ
と
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
畳
字
「
漸
漸
」
に
は
「
動
作
や
状
態
の
変
化
の
一
つ
ひ

と
つ
、
一
段
階
一
段
階
を
強
調
し
、
際
だ
た
せ
る
」
と
い
う
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
⑭

は
、
急
が
ず
に
「
少
し
ず
つ
、
一
巻
ず
つ
」
書
写
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
し
、
⑮
も
「
少
し
ず
つ
、
一
本
ず
つ
」
材
木
を

用
意
し
て
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
⑯
⑰
も
同
様
に
「
（
毎
日
毎
日
）
少
し
ず
つ
、
段
階
を
追
っ
て
」
の
よ
う
に
解

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
九
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釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
畳
字
「
漸
漸
」
は
「
漸
」
字
で
表
現
さ
れ
る
「
動
作
そ
の
も
の
、
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を

「
漸
」
字
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
強
調
し
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
の
一
つ
ひ
と
つ
、
一
段
階
一
段
階
を
際
だ
た
せ
る
」
と
い
う
効
果
を

有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
強
調
が
「
動
作
や
状
態
の
変
化
の
；
ひ
と
つ
、
一
段
階
一
段
階
を
際
だ
た
せ
る
」

と
い
う
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
」
の
強
調
で
あ
る
が
故
に
、
畳
字
「
漸
漸
」
は
、
「
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う

意
味
を
有
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
使
い
分
け
は
、
両
者
の
意
味
的

な
相
違
に
起
因
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
公
家
日
記
で
使
用
さ
れ
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」

の
用
例
数
の
差
も
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
「
漸
」
字
の
強
調
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
で
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
「
漸
漸
」
　
の
読
み

本
節
で
は
畳
字
「
漸
漸
」
が
ど
の
よ
う
な
読
み
方
を
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
読
み
を
担
っ
た
漢
字
表
記
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

古
辞
書
を
検
索
す
る
と
、
『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』
で
は
「
ゼ
ム
ノ
＼
」
（
下
巻
一
〇
九
オ
）
と
音
読
し
た
形
で
登
載
さ
れ
て
お
り
、
後
の
『
明

応
五
年
本
節
用
集
』
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』
『
異
本
本
節
用
集
』
『
易
林
本
節
用
集
』
に
も
「
ゼ
ン
く
」
の
音
読
形
で
登
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
『
文
明
本
節
用
集
』
で
は
音
読
形
で
は
登
載
さ
れ
ず
、
「
ヤ
ウ
！
＼
」
と
訓
読
し
た
形
で
登
載
さ
れ
て
い
て
、
『
饅
頭
屋
本
節
用
集
』
『
異

本
本
節
用
集
』
『
易
林
本
節
用
集
』
に
は
、
音
読
形
と
と
も
に
訓
読
し
た
形
で
も
登
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
畳
字
「
漸
漸
」

は
、
音
読
さ
れ
る
場
合
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
と
の
二
つ
が
あ
り
、
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

訓
点
資
料
に
お
い
て
畳
字
「
漸
漸
」
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た
の
か
を
調
査
し
て
も
、
音
読
形
と
訓
読
形
の
両
者
が
観
察
さ
れ
る
。

《
訓
読
形
》



コ

○
此
の
因
縁
に
由
（
り
）
て
、
衆
－
人
徳
を
慕
ヒ
、
漸
漸
ク
化
に
蹄
し
て
、
王
も
暗
部
洲
の
ヒ
ト
モ
皆
共
（
に
）
誠
－
心
を
も
て
三
賓
に

蹄
－
敬
し
き
。
（
東
大
寺
図
書
館
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
・
元
依
行
品
第
三
之
二
・
二
七
七
行
）

ヤ

ウ

（

ヤ

ウ

）

ス

コ

フ

　

　

　

　

　

オ

コ

○
次
に
は
之
を
教
（
フ
）
　
富
に
用
ヰ
ん
　
漸
々
棺
ラ
小
従
（
リ
）
起
ス
　
（
石
山
寺
本
沙
禰
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
・
八
三
行
）

○
若
（
し
）
病
者
（
の
）
気
力
、
漸
々
く
巌
－
劣
な
ら
む
時
に
は
云
ふ
應
し
。
（
最
明
寺
本
往
生
要
集
中
巻
九
七
オ
・
朱
点
）

○
或
（
い
は
）
漸
々
く
略
を
取
（
り
）
て
念
す
應
（
し
）
。
（
最
明
寺
本
往
生
要
集
中
巻
九
七
ウ
・
朱
点
）

○
耳
に
漸
漸
ク
障
外
の
馨
を
聞
（
き
）
、
眼
に
漸
漸
ク
障
外
の
事
を
見
、
鼻
に
漸
漸
（
く
）
障
外
香
を
聞
（
く
）
、
（
立
本
寺
蔵
観
普
賢
菩
薩

行
法
経
・
承
徳
三
年
移
点
本
）

（

ヤ

ウ

）

　

ヤ

ク

に

ヒ

ト

　

セ

○
漸
1
々
二
他
を
逼
メ
来
ル
。
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
二
≡
オ
）

登
日
読
形
》

○
〔
則
〕
浮
心
の
勢
力
、
漸
－
々
に
増
長
す
。
（
高
山
寺
本
大
毘
塵
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
二
永
保
二
年
点
・
二
四
〇
行
）

「
ハ
」

○
或
（
い
は
）
漸
「
」
々
「
ニ
」
略
「
ヲ
」
取
（
り
）
「
テ
」
念
「
フ
」
應
（
し
）
。
（
最
明
寺
本
往
生
要
集
中
巻
九
七
ウ
・
鍵
括
弧
内
は
墨
点
）

イ

カ

に

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

○
何
況
・
特
展
随
喜
之
功
－
徳
・
漸
1
々
廻
－
向
之
薫
－
修
乎
。
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
十
・
慶
保
胤
「
於
六
波
羅
蜜
寺
供
花
合
賦
一
構

南
無
彿
詩
序
」
）

の

　

不

ト

コ

ス

　

　

の

　

ス

ツ

ル

　

　

　

に

ア

ハ

セ

て

を

　

　

　

に

ナ

セ

リ

を

○
半
1
銭
所
レ
施
・
「
－
粒
所
レ
拾
（
捨
）
漸
－
々
合
レ
カ
（
反
）
・
微
－
々
成
レ
功
。
（
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第
十
三
・
善
道
統
「
為
空
也
上

人
供
養
金
字
大
般
若
経
願
文
」
）

イ

マ

シ

〇
五
娘
か
・
日
（
ク
）
・
向
－
東
漸
－
々
に
入
－
深
と
ム
ツ
マ
シ
［
也
］
。
（
醍
醐
寺
本
遊
仙
窟
・
≡
ウ
）

イ

　

マ

　

シ

　

イ

ト

　

さ

y

タ

カ

は

す

　

　

　

　

　

　

ヨ

　

フ

ケ

　

　

　

（

擦

消

）

〇
五
娘
（
カ
）
日
（
ク
）
・
向
l
来
・
太
－
々
遜
ハ
不
、
漸
－
々
に
深
1
人
ヌ
レ
「
ハ
」
　
［
也
］
。
（
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
・
二
五
ウ
）

平
安
初
期
の
『
東
大
寺
図
書
館
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
』
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
「
万
、
音
読
さ
れ
た
例
は
院
政
期
以
降
の
訓
点
資
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
院
政
期
以
降
、
畳
字
「
漸
漸
」

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
≡
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四

二

二

が
す
べ
て
音
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
『
最
明
寺
本
往
生
要
集
』
『
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
』
の
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

訓
読
さ
れ
る
場
合
と
、
音
読
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
検
討
結
果
か
ら
直
ち
に
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
音
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が
院
政
期
以
降
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
き
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
畳
字
「
漸
漸
」
の
音
読
形
が
見
ら
れ
る
『
高
山
寺
本
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
二
年
点
』
で
は
、
音
読
さ
れ
た
「
漸

漸
」
に
は
、
音
合
符
と
と
も
に
ヲ
コ
ト
点
「
に
」
が
付
さ
れ
「
漸
－
漸
に
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
「
漸
」
に
は
、
ヲ
コ
ト
点
「
く
」
が
付
さ
れ
て
「
漸
く
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
『
長
明
寺
本
往
生
要
集
』
で
も
音
読
さ
れ
た
「
漸

漸
」
に
は
、
音
合
符
と
と
も
に
仮
名
「
こ
」
が
付
さ
れ
て
「
漸
－
漸
ニ
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
に
は
、

ヲ
コ
ト
点
「
く
」
が
付
さ
れ
て
「
漸
々
く
」
「
漸
く
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。

「
セ
イ
」
　
「
ヤ
（
う
や
）
」
「
シ
ヌ
」

○
以
－
後
に
賓
－
施
　
漸
く
増
す
・
（
高
山
寺
本
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
二
年
点
・
巻
第
二
・
「
九
二
行
・
鍵
括
弧
内
は
長
治
点
）

○
彼
に
由
（
り
）
て
漸
く
現
世
の
因
果
を
識
（
る
）
か
如
（
く
）
・
（
高
山
寺
本
大
毘
慮
遮
那
成
仏
経
疏
永
保
二
年
点
・
巻
第
二
二
九
八
行
）

マ
ナ
シ
H
ソ

○
又
漸
く
膵
　
を
廻
ら
し
て
、
（
最
明
寺
本
往
生
要
集
上
巻
四
九
ウ
・
朱
点
）

○
軋
巌
配
恥
誓
、
モ
ト
。
」
至
（
り
）
「
聖
（
最
明
寺
本
往
生
要
集
上
巻
四
九
ウ
・
朱
点
・
鍵
括
弧
内
は
墨
点
）

こ
れ
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
一
つ
の
資
料
内
で
「
漸
く
」
と
「
漸
漸
に
」
と
が
読
み
分
け
ら
れ
て
い
た
場
合
、
「
漸
漸
に
」
は
音
合
符
が
付
さ

れ
て
い
な
く
と
も
、
「
ゼ
ム
ゼ
ム
ニ
」
と
音
読
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
『
石
山
寺
蔵
本
法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点
』
の

次
掲
例
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
平
安
中
期
に
音
読
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
漸
漸
に
各
（
々
）
一
足
（
を
）
増
せ
り
。
（
石
山
寺
蔵
本
法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点
・
巻
第
六
二
ハ
三
二
行
）

▽
戟
－
心
漸
ク
勝
（
り
）
ぬ
。
（
同
右
巻
第
三
・
五
〇
四
行
）

▽
漸
ク
減
ジ
　
（
同
右
巻
第
三
・
九
四
一
行
）

▽
根
性
漸
ク
成
（
り
）
　
　
（
同
右
巻
第
六
・
八
四
〇
行
）



た
だ
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
」
と
い
う
形
で
読
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
（
先
掲
『
醍
醐
寺
本
道
仙
窟
三
∵
オ
』
の
例
）
、
「
漸
」
字
が

「
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
も
次
掲
例
の
よ
う
に
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
漸
漸
に
」
の
形
が
す
べ
て
音
読
さ
れ
た
と
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。

○
患
漸
（
ク
）
ニ
除
ル
ゝ
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
、
（
興
福
寺
本
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
二
二
二
九
行
）

○
法
師
漸
（
ク
）
ニ
近
（
ツ
キ
）
ヌ
ト
聞
（
キ
）
テ
、
（
同
右
巻
第
五
・
三
二
三
行
）

○
是
（
の
）
如
（
く
）
漸
（
く
）
に
人
を
染
（
す
）
　
（
石
山
寺
蔵
大
唐
西
域
記
長
寛
元
年
点
・
巻
第
一
二
六
三
行
）

○
気
序
漸
（
く
）
に
寒
（
く
し
）
て
　
（
同
右
・
巻
第
四
二
四
一
行
）

ヤ
ウ
ヤ
ク

〇
五
常
漸
　
に
習
ひ
十
善
鋸
仰
す
。
（
西
教
寺
本
秘
蔵
宝
鎗
巻
上
）

〇
五
常
十
善
漸
（
ク
）
　
に
修
習
す
。
（
同
右
）

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
古
辞
書
や
訓
点
資
料
に
よ
る
限
り
で
は
、
古
記
録
に
使
用
さ
れ
る
畳
字
「
漸
漸
」
が
音
読
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、

訓
読
さ
れ
た
も
の
な
の
か
を
決
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
古
記
録
に
お
け
る
畳
字
「
漸
漸
」
も
、
音
読
と
訓
読
の
両
様
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
意
味
的
な
相
違
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
「
漸
」
字
と
畳

字
「
漸
漸
」
が
常
に
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
「
漸
」
字
が
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
、
畳
字
「
漸
漸
」
が

「
ゼ
ム
ゼ
ム
」
と
読
み
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
国
語
副
詞
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
・
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
は
、
中
世
以

（6）

降
意
味
変
化
を
起
こ
し
、
現
代
語
の
「
や
っ
と
」
の
意
味
に
使
用
さ
れ
る
例
が
見
え
は
じ
め
る
。
古
記
録
に
使
用
さ
れ
る
「
漸
」
字
に
お
い

て
、
そ
の
よ
う
な
意
味
変
化
が
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
、
調
査
年
代
・
資
料

を
広
げ
、
詳
し
く
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
例
な
ど
は
、
現
代
語
に
お
け
る
「
や
っ
と
」
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

○
予
示
信
定
云
、
若
君
尤
可
御
他
所
欺
、
此
殿
巳
烏
戦
場
、
事
及
危
急
者
尤
不
便
欺
、
信
定
申
女
房
、
若
君
此
間
御
不
例
、
仇
他
所
之

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
三
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儀
無
便
宜
之
由
女
房
被
答
、
小
時
兼
時
朝
臣
参
来
所
陳
同
心
、
又
申
女
房
漸
承
諾
、
（
明
月
記
・
元
久
二
年
間
七
月
二
十
六
日
）

○
御
馬
未
到
也
、
御
馬
不
到
来
者
、
不
可
講
取
御
幣
之
由
、
伊
勢
衛
士
等
支
申
之
、
…
然
間
上
卿
塀
等
召
寄
伊
勢
衛
士
、
先
可
講
取
御

幣
、
若
寮
家
無
沙
汰
者
、
烏
上
卿
塀
可
被
付
御
馬
之
足
〔
代
百
疋
云
々
〕
之
由
、
被
宥
仰
之
、
漸
欲
承
伏
時
分
、
自
左
馬
寮
御
馬
之

代
到
来
云
々
、
（
康
富
記
・
文
安
四
年
九
月
十
一
日
）

古
記
録
に
使
用
さ
れ
た
「
漸
」
字
は
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
訓
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
が
故
に
、
国
語
副
詞
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
・
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
の
意
味

変
化
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
た
限
り
で
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
に
は
現
代
語
「
や
っ
と
」
の
意
味
で
用
い

ら
れ
た
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、

読
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
今
後
更
に
、
こ
の
よ
う
な
読
み
の
問
題
と
と
も

に
、
畳
字
「
漸
漸
」
に
意
味
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
調
査
範
囲
を
広
げ
、
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

む
　
す
　
び

古
記
録
に
お
い
て
「
動
作
や
状
態
の
変
化
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
に

つ
い
て
、
そ
の
使
い
分
け
を
検
討
す
る
た
め
に
、
第
一
節
で
は
中
国
古
典
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
の
使
い
分
け
を
『
妙
法
蓮

華
経
』
を
中
心
に
考
察
し
、
字
数
合
わ
せ
の
原
則
を
見
出
し
た
。
第
二
節
で
は
、
日
本
漢
文
の
う
ち
、
中
国
古
典
の
文
章
様
式
・
文
章
構
成

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
文
章
（
漢
文
の
作
成
を
志
向
す
る
も
の
）
で
は
、
中
国
古
典
に
お
け
る
字
数
合
わ
せ
の
原
則
を
そ

の
ま
ま
受
け
継
い
で
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
第
三
節
で
は
、
い
わ
ゆ
る
古
記
録
に
使
用
さ
れ
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸

漸
」
と
の
意
味
的
な
相
違
点
を
考
察
し
、
「
漸
」
字
が
「
動
作
そ
の
も
の
、
状
態
の
変
化
そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
と
「
時
間
の
推
移

の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
畳
字
「
漸
漸
」
は
「
動
作
そ
の
も
の
、
状
態
の
変
化

そ
の
も
の
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
有
し
、
「
時
間
の
推
移
の
結
果
、
特
定
の
時
刻
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
有
さ



な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
更
に
、
畳
字
「
漸
漸
」
は
「
漸
」
字
で
表
さ
れ
る
意
味
を
強
調
し
、
「
動
作
や
状
態
の
変
化
の
一
つ
ひ
と
つ
、
一
段
階

一
段
階
を
際
だ
た
せ
る
」
と
い
う
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」

の
使
い
分
け
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
第
四
節
で
は
、
畳
字
「
漸
漸
」
の
読
み
に
つ
い
て
古
辞

書
な
ら
び
に
訓
点
資
料
を
基
に
し
て
考
察
し
た
。
古
辞
書
と
訓
点
資
料
に
よ
る
限
り
、
畳
字
「
漸
漸
」
は
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
「
ゼ
ム
ゼ
ム
」

の
両
様
の
読
み
方
が
あ
り
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
両
者
が
並
行
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
「
漸
」
字
と
畳
字

「
漸
漸
」
と
の
使
い
分
け
が
、
意
味
の
違
い
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
畳
字
「
漸
漸
」
が
「
ゼ
ム
ゼ
ム
」
と
音
読
さ
れ
、
「
ヤ
ウ

ヤ
ク
」
と
読
ま
れ
て
い
た
「
漸
」
字
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
古
記
録
に
お
い
て
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
間
に
意
味
的
な
違
い
が
存
す
る
と
す
れ
ば
、
「
漸
漸
」
を
仮
名
文
字
語

「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
、
漢
文
訓
読
語
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
の
三
位
相
対
立
の
用
語
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
否
か
、
問
題
に
な
っ
て
く

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
急
が
ず
、
更
に
考
察
・
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
、
古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
字
と
畳
字
「
漸
漸
」
と
の
使
い
分
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
に
、
「
漸
」
字
で

表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
や
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
の
意
味
変
化
と
の
関
係
を
十
分
に
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
J
「
動
作
や
状
態
の
変

化
が
緩
慢
で
あ
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
副
詞
語
彙
全
体
の
中
で
、
畳
字
「
漸
漸
」
を
捉
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
類
義
の
副

詞
語
彙
の
中
で
畳
字
「
漸
漸
」
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
中
世
に
入
っ
て
古
記
録
の
中
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
「
次

第
に
」
と
の
関
係
を
、
「
次
第
に
」
の
意
味
変
化
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
「
徐
々
に
」
「
段
々
と
」
と
い
っ
た
漢
語
副
詞

と
の
関
係
も
中
世
後
半
期
か
ら
近
世
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

注（
l
）
　
『
平
安
時
代
古
記
録
の
圃
語
学
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
一
年
二
月
）
五
三
六
頁
、
八
三
六
頁
参
照
。

古
記
録
に
お
け
る
「
漸
」
と
「
漸
漸
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

四
二
五
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（
2
）
　
公
家
日
記
に
使
用
さ
れ
た
「
漸
」
字
・
達
文
「
漸
漸
」
の
用
例
数
は
、
一
度
だ
け
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
見
落
と
し
た
例
も
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
今
後
再
調
査
し
て
正
確
を
期
し
た
い
。
な
お
、
「
大
漸
」
「
鴻
漸
」
「
東
漸
」
な
ど
の
例
は
「
漸
」
字
の
用
例
数
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
本

論
に
示
し
た
以
外
の
公
家
日
記
に
お
け
る
用
例
数
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

台
記
（
漸
－
二
八
・
漸
漸
－
三
）
、
山
塊
記
（
漸
－
一
三
・
漸
漸
1
こ
、
玉
葉
（
漸
－
二
七
・
漸
漸
－
一
〇
）
、
書
記
（
漸
－
三
〇
・
漸
漸
－

○
）
、
明
月
記
（
漸
－
四
九
九
・
漸
漸
－
二
四
）
、
三
長
記
（
漸
－
七
・
漸
漸
－
こ
、
玉
薬
（
漸
－
二
〇
・
漸
漸
－
四
）
、
岡
屋
関
自
記
（
漸
－
七
・

漸
漸
－
○
）
、
平
戸
記
（
漸
1
五
八
・
漸
漸
1
0
）
、
経
俊
卿
記
（
漸
－
一
五
・
漸
漸
－
一
）
、
妙
祝
記
（
漸
－
二
・
漸
漸
－
○
）
、
吉
続
記
（
漸
－
七
・

漸
漸
－
○
）
、
勘
仲
記
（
漸
1
二
三
・
漸
漸
－
一
）
、
園
太
暦
（
漸
－
二
九
・
漸
漸
－
一
）
、
康
富
記
（
漸
－
一
六
・
漸
漸
－
二
）
、
満
済
准
后
日
記
（
漸

－
八
・
漸
漸
－
○
）
、
看
聞
御
記
　
（
漸
－
九
・
漸
漸
－
二
）
、
後
法
典
院
記
　
（
漸
－
二
・
漸
漸
－
一
）

（
3
）
　
『
史
記
』
　
に
用
い
ら
れ
た
「
漸
漸
」
に
つ
い
て
は
、
王
叔
眠
『
史
記
副
書
　
第
五
冊
世
家
（
一
）
』
　
（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
七
十

八
、
中
華
民
国
七
十
一
年
六
月
）
に
詳
細
な
考
証
が
あ
る
。
ま
た
、
『
漢
語
大
詞
典
』
　
（
漢
語
大
詞
典
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）
も
音
の
違
い

に
よ
っ
て
、
別
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
注
　
（
1
）
　
文
献
、
四
四
貢
参
照
。

（
5
）
　
『
東
大
寺
図
書
館
蔵
　
宗
性
・
凝
然
寓
本
目
録
』
　
（
昭
和
三
十
四
年
三
月
）
　
に
よ
る
。

（
6
）
　
濱
田
敦
「
「
や
う
く
」
か
ら
「
や
っ
と
」
へ
ー
語
の
意
味
の
変
化
の
一
例
と
し
て
ー
」
　
（
人
文
研
究
第
四
巻
第
六
号
、
昭
和
二
十
八
年
六
月
、
（
『
国

語
副
詞
の
史
的
研
究
』
新
典
社
、
平
成
三
年
十
一
月
に
再
録
）
）
に
お
い
て
、
「
ヤ
ウ
ヤ
ウ
」
の
意
味
変
化
が
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々

木
文
彦
「
「
や
う
や
う
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
」
　
（
明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集
第
九
集
、
一
九
九
七
年
三
月
）
　
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
　
の
中
か

ら
、
「
や
っ
と
」
の
意
味
に
解
釈
さ
れ
る
「
や
う
や
う
」
の
例
を
指
摘
さ
れ
、
平
安
時
代
に
は
「
や
う
や
う
」
の
意
味
と
し
て
「
や
っ
と
、
か
ろ
う

じ
て
」
　
の
意
が
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
基
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
ま
た
そ
の
他
の

機
会
に
、
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
、
鈴
木
意
、
田
中
雅
和
、
山
本
真
吾
、
梁
竹
民
の
各
氏
に
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上

げ
る
。




